
　生糸を出荷などで扱いやすい綛
かせ

という形状にする道具。生糸をワッ
コから大

おおわく
枠に巻き返し、枠から外し

て綛状にした。写真のような大型の
揚げ返し器は共同の揚げ返し場や
大規模な養蚕農家で使用された。

揚げ返し器揚げ返し器

No.
009

おかいこ度

　糸を巻き取る木枠。各家々で生
産した生糸が巻かれたワッコは、
共同の揚げ返し場に持ち込まれる
ことが多かった。そのためか自分
のものと分かるように家印や名前
が書かれていることが多い。

ワ ッ コワ ッ コ

No.
008

おかいこ度

　繭
まゆ

から生
き い と

糸を取る道具。主に
自宅で使用した。ハンドルをまわ
すと上部に取り付けたワッコ ( 糸
枠 ) に生糸が綾

あやじょう
状に巻き取られ

る。写真の糸取り器は一度に 2 つ
のワッコをつけることが出来る。

糸取り器（糸取り器（奥奥
おうしゅうおうしゅう

州州座座
ざ ぐざ ぐ

繰繰りり器器
きき

））

No.
007

おかいこ度

ににじじいいろろののだだてて（男女共同参画に関するさまざまな用語を紹介）
『ダブルケア』…  子育てと親の介護の時期が重なり、これらを同時に行うこと。ダブルケアを行

う人の身体的・精神的負担が大きいことが問題となっています。

　伊達市保原歴史文化資料館では、10 月より伊達の蚕糸業を主とした展示に変わ
ります。このコーナーでは、リニューアルに向けて国重要有形民俗文化財指定を受
けた伊達市所蔵のおかいこ用具をカード形式でご紹介します。

【あそび方】 ①切り取って集めよう（眺めるだけで楽しい！）
②説明を読んで学ぼう（展示の予習になる！）

問 生涯学習課歴史文化まちづくり係　☎573-5804

Vol.3

伊達市伊達市
おかいこおかいこ
用具用具

コレクションカード ③じゃんけん（左上）や、おかいこ度（右下）で競おう！

「 外国の名前 」
Foreign Names

を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

T
e
t
s
u
y
a
と
同
じ
よ

う
に「
Te
」
で
始
ま
る
T
e
d

と
い
う
名
前
に
し
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
理
由
で
選
ぶ

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
で
も
日
本

語
で
も
使
え
る
名
前
を
子
ど

も
に
つ
け
る
人
も
い
ま
す
。

K
e
n（
け
ん
）、A
n
n
a（
あ

ん
な
）
な
ど
は
、
英
語
と
日

本
語
の
両
方
を
話
す
家
庭
に

よ
く
見
ら
れ
る
名
前
で
す
。

　

最
後
に
、
ど
ち
ら
か
を
ミ

ド
ル
ネ
ー
ム
に
す
る
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

ア
メ
リ
カ
人
は
ミ
ド
ル
ネ
ー

ム
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
方
を
日
本
名
に
し
、
も
う

一
方
を
ア
メ
リ
カ
名
に
す
る

人
も
多
い
で
す
。

　

両
方
の
文
化
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
周
囲
の
人
の
母
語

に
合
わ
せ
た
名
前
で
名
乗
っ

て
発
音
し
や
す
く
し
て
い
ま

す
。（
キ
ャ
メ
ロ
ン
）

　

外
国
人
の
名
前
を
見
て
、

発
音
で
困
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
正
し
い
発
音
を

聞
い
て
も
、
そ
れ
を
自
分
で

言
う
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ

リ
カ
に
は
世
界
中
か
ら
多
く

の
人
が
集
ま
る
の
で
、
よ
く

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
名
前
と
は

ま
っ
た
く
違
い
、
発
音
が
難

し
い
名
前
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
現
地
の
人
が
発
音

し
や
す
い
別
の
名
前
を
名
乗

る
人
も
い
ま
す
。

　

例
を
あ
げ
る
と
、
藤ふ

じ
た田

哲て
つ
や也
と
い
う
有
名
な
研
究

者
が
T
e
d（
テ
ッ
ド
）
と

い
う
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム

英訳版を
見る▶︎伊達な
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